詠歌における心 ―「有心躰」によせて― by 黒田 智子 & Tomoko Kuroda






On the Heart and Soul of Waka Composition 
“Ushin-tai” by Fujiwara no Teika 
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170 年前である。一方，『詠歌大概』では，最近 70 年から 80
年の間で詠み始めた詞は，決して自作に用いてはならないとし
ている 31)。この限定には幅があるものの，仮に当時の平均寿
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藤平春男，藤平春男著作集 第 1 巻，笠間書院，1998，p.205，l.6-12 
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は，11 世紀末以前と考える。p.449，l. 14 
31) p.473，l. 8 
32)『詠歌大概』では，『源氏物語』の記述はない。4)，p.475，l.3-5  
33) 4)，p.507，l.2-9  












41)藤平春男，藤平春男著作集 第 4 巻，笠間書院，1999，p.301，l.8，
10,『京極中納言相語』より 
42)作者は金春禅竹，古く「定家葛」ともいった。 




45)近代秀歌 5，p.458，詠歌大概 6，p.486 
46) 4)，p.500，l.8 
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